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は
じ
め
に

植
民
地
期
朝
鮮
に
お
い
て
日
本
が
進
め
た
電
力
業
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
日
本
窒
素
肥

料
（
以
下
、
日
窒
と
す
る
）
で
あ
る
。
日
窒
は
系
列
の
電
力
会
社
で
あ
る
朝
鮮
水
電
、
長
津

江
水
電
、
満
洲
朝
鮮
鴨
緑
江
水
電
な
ど
を
設
置
し
た
。
日
窒
は
こ
れ
ら
の
電
力
会
社
を
通
じ

て
朝
鮮
北
部
の
赴
戦
江
、
長
津
江
、
虚
川
江
、
鴨
緑
江
に
次
々
と
大
ダ
ム
を
築
き
、
大
型
電

源
開
発
を
進
め
た
。
植
民
地
下
で
の
電
源
開
発
は
朝
鮮
総
督
府
（
以
下
、
総
督
府
と
す
る
）

と
日
窒
系
電
力
会
社
の
巨
大
な
権
限
に
よ
り
、
強
圧
的
に
進
め
ら
れ
た
。
一
九
四
三
年
二
月

に
朝
鮮
電
力
管
理
令
が
施
行
さ
れ
、
朝
鮮
内
の
電
力
業
が
朝
鮮
電
業
に
統
一
さ
れ
た
時
、
日

窒
系
の
発
電
力
は
全
体
で
大
き
な
割
合
を
占
め
た
。
そ
の
存
在
の
強
大
さ
の
た
め
、
朝
鮮
の

電
力
業
、電
源
開
発
に
関
す
る
研
究
は
、ほ
ぼ
日
窒
系
に
集
中
し
て
い
る
と
い
え
る１

。
し
か
し
、

日
窒
系
以
外
に
も
小
規
模
と
は
い
え
、
東
洋
拓
殖
会
社
（
以
下
、
東
拓
と
す
る
）
系
の
富
寧

水
電
、
東
拓
系
と
森
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
系
の
江
界
水
電
、
日
本
高
周
波
重
工
業
系
（
以
下
、
日

本
高
周
波
と
す
る
）
の
漢
江
水
力
電
気
（
以
下
、
漢
江
水
電
と
す
る
）、
北
鮮
水
電
、
南
朝
鮮

水
電
、南
鮮
水
電
、宝
城
江
水
電
な
ど
が
設
立
さ
れ
、朝
鮮
内
で
各
種
の
電
源
開
発
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
小
規
模
電
力
会
社
の
経
営
と
そ
の
電
源
開
発
の
実
態
に
関
す
る
研
究
は
、
い
ま
だ

充
分
と
は
い
え
な
い
。

本
報
告
の
目
的
は
こ
う
し
た
研
究
上
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
に
、
一
九
三
九
年
か
ら

一
九
四
四
年
ま
で
漢
江
水
電
が
行
っ
た
華
川
ダ
ム
、
清
平
ダ
ム
建
設
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。

漢
江
水
電
は
対
象
河
川
を
漢
江
と
し
、
南
部
朝
鮮
で
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
が
大
き
な
特

徴
で
あ
る
。
漢
江
水
電
が
お
こ
な
っ
た
華
川
ダ
ム
、
清
川
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
堀
和
生
、
李
修
京
が
わ
ず
か
に
言
及
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
い
ま
だ
専
論
は
な
い２

。
本

稿
で
は
、
漢
江
水
電
の
華
川
ダ
ム
、
清
平
ダ
ム
建
設
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
が
朝
鮮

社
会
（
地
域
、
住
民
、
労
働
者
）
と
ど
の
よ
う
な
葛
藤
を
引
き
起
こ
し
た
の
か
検
討
す
る
。

１
・
漢
江
水
電
の
発
端
と
結
成

（
１
）
漢
江
水
電
の
発
端

漢
江
の
水
源
開
発
に
最
初
に
注
目
し
た
の
は
、
一
九
三
七
年
頃
に
谷
多
喜
麿
（
朝
鮮
信
託

社
長
）、
牛
島
省
三
（
京
春
鉄
道
社
長
）、
林
茂
樹
（
漢
城
電
気
頭
取
）
の
三
人
が
漢
江
水

系
の
開
発
を
考
案
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
三
人
は
専
門
家
に
調
査
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
上

流
に
ダ
ム
を
建
設
す
れ
ば
充
分
に
電
源
開
発
が
可
能
だ
と
の
反
応
を
得
た
。
三
人
は
こ
の
案
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件
を
朝
鮮
殖
産
銀
行
（
以
下
、
殖
銀
と
す
る
）
元
頭
取
だ
っ
た
有
賀
光
豊
の
と
こ
ろ
に
持

ち
込
ん
だ
。
有
賀
は
す
ぐ
に
反
応
し
、
殖
銀
も
こ
れ
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
に
な
っ

た３

。
漢
江
水
系
の
開
発
を
発
起
し
た
三
人
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
み
よ
う
。
谷
は
黄
海
道
財
務
部

長
、
総
督
府
事
務
官
、
忠
清
南
道
財
務
部
長
を
経
て
、
慶
尚
南
道
知
事
（
一
九
二
九
年
一
一

月
～
一
九
三
〇
年
一
二
月
）
と
な
っ
た４

。
牛
島
は
総
督
府
内
務
局
長
（
一
九
三
一
年
七
月
～

一
九
三
六
年
五
月
）、
学
務
局
長
（
一
九
三
一
年
六
月
～
同
年
九
月
）
を
経
て
、
一
九
三
六
年

七
月
に
京
春
鉄
道
の
代
表
取
締
役
に
な
っ
た５

。
林
は
全
羅
北
道
知
事
（
一
九
二
九
年
一
月
～

同
年
一
二
月
）、
慶
尚
北
道
知
事
（
一
九
二
九
年
一
二
月
～
一
九
三
一
年
九
月
）
を
経
て
、
総

督
府
学
務
局
長
（
一
九
三
一
年
九
月
～
一
九
三
三
年
八
月
）
を
勤
め
た
。
牛
島
の
葬
儀
に
は

林
が
葬
儀
委
員
長
を
勤
め
、
谷
が
友
人
総
代
と
し
て
弔
辞
を
読
ん
で
い
る６

。
つ
ま
り
、
三
人

と
も
総
督
府
の
高
級
官
僚
や
道
知
事
を
経
験
し
、
し
か
も
密
接
な
交
友
関
係
を
持
っ
て
い
た
。

三
人
の
中
で
も
、
牛
島
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。「
牛
島
氏
は
在
官
時
代
に
一
時
問

題
と
な
り
研
究
せ
ら
れ
て
居
つ
た
北
漢
江
の
水
流
を
利
用
し
て
水
力
電
気
会
社
を
創
設
し
た

ら
、
両
会
社
〔
京
春
鉄
道
と
水
力
電
気
会
社
＝
広
瀬
〕
相
互
に
利
益
で
あ
り
、
又
京
城
仁
川

に
於
け
る
産
業
の
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
へ
ら
れ７

」
た
と
い
う
。

（
２
）
漢
江
水
電
の
結
成

漢
江
に
お
け
る
水
力
発
電
事
業
を
行
う
た
め
、
一
九
三
九
年
二
月
、
漢
江
水
電
（
資
本
金

二
五
〇
〇
万
円
）
が
発
足
し
た
。
役
員
は
、
社
長
は
有
賀
光
豊
（
元
殖
銀
行
頭
取
）、
専
務
は

林
茂
樹
（
元
総
督
府
学
務
局
長
）、
取
締
役
は
本
間
孝
義
（
元
総
督
府
内
務
局
土
木
課
）、
金

谷
要
作
（
元
殖
銀
公
共
金
融
課
長
）、
牛
島
省
三
（
京
春
鉄
道
社
長
）、
山
口
重
政
（
殖
銀
理

事
）、
高
橋
省
三
（
日
本
高
周
波
専
務
）、
桜
井
小
一
（
殖
銀
理
事
）、
朴
栄
喆
（
東
拓
監
事
）、

監
査
役
は
小
林
采
男
（
小
林
鉱
業
社
長
）、金
秊
洙
（
京
城
紡
績
社
長
）、田
川
常
次
郎
（
不
明
）

で
あ
る８

。
朝
鮮
人
の
二
人
は
総
督
府
、
日
本
の
銀
行
、
会
社
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
。

朴
栄
喆
は
江
原
道
知
事
、咸
鏡
北
道
知
事
を
歴
任
し
、退
官
後
は
東
拓
監
事
、三
南
銀
行
頭
取
、

朝
鮮
商
業
銀
行
頭
取
を
勤
め
た９

。
金
秊
洙
は
金
性
洙（
東
亜
日
報
社
長
、普
成
専
門
学
校
校
長
）

の
弟
で
あ
り
、
京
城
紡
織
の
理
事
（
一
九
二
二
～
三
四
年
）
を
経
て
、
一
九
三
五
年
に
社
長

と
な
っ
た
。
こ
れ
以
外
に
、
三
水
社
（
後
に
三
養
社
と
改
称
）、
海
東
銀
行
、
南
満
紡
績
等
を

経
営
し
た10
。

創
立
時
の
大
株
主
は
、
日
本
高
周
波
が
八
万
株
、
殖
銀
が
八
万
株
、
京
春
鉄
道
が
八
万

株
、
小
林
采
男
が
三
万
株
、
朝
鮮
信
託
が
二
万
株
、
朝
鮮
貯
蓄
銀
行
が
二
万
株
で
あ
る11

。

一
九
四
三
年
六
月
末
時
点
で
は
総
株
式
数
は
五
〇
万
株
で
あ
り
、
そ
の
持
分
は
殖
銀
が
八
万

株
（
一
六
％
）、
日
本
高
周
波
が
八
万
株
（
一
六
％
）、
京
春
鉄
道
が
八
万
株
（
一
六
％
）、
朝

鮮
貯
蓄
銀
行
が
二
万
株
（
四
％
）、
朝
鮮
信
託
が
二
万
株
（
四
％
）、
小
林
采
男
が
一
万
二
千

株
（
二
・
四
％
）、
京
城
電
気
が
一
万
株
（
二
％
）、
そ
の
他
一
九
万
八
千
株
（
三
九
・
六
％
）

だ
っ
た12

。

殖
銀
は
一
九
一
八
年
一
〇
月
に
創
立
さ
れ
、
有
賀
が
一
九
二
〇
年
七
月
か
ら
一
九
三
七
年

一
〇
月
ま
で
、
約
一
七
年
間
頭
取
を
勤
め
た
会
社
で
あ
る13

。
日
本
高
周
波
は
一
九
三
六
年
一

月
に
設
立
さ
れ
、
一
九
三
八
年
七
月
に
有
賀
が
殖
銀
を
退
職
後
、
同
社
の
第
二
代
社
長
に
就

任
し
た14

。
小
林
采
男
は
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
採
掘
で
莫
大
な
利
益
を
あ
げ
て
い
た
小
林
鉱
業
の

社
長
で
あ
る
。
小
林
鉱
業
と
日
本
高
周
波
は
総
督
府
、
朝
鮮
軍
と
相
談
の
上
で
一
九
四
〇
年

二
月
に
合
併
直
前
ま
で
い
っ
た
が
、
最
終
的
に
実
現
さ
れ
な
か
っ
た15

。

有
賀
が
こ
の
計
画
に
積
極
的
に
参
加
し
た
の
は
、
京
仁
工
業
地
帯
と
中
部
地
域
の
資
源
開

発
に
必
要
な
送
電
を
す
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。
発
電
所
工
事
は
二
期
に
分
け
、
当
初
は

二
四
万
ｋ
Ｗ
を
予
定
し
て
い
た16

。
有
賀
は
漢
江
水
電
が
産
業
振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と

を
力
説
し
た17

。
京
城
・
仁
川
地
域
に
お
い
て
は
急
激
な
工
業
化
と
都
市
化
に
伴
い
、
大
幅
な

電
力
不
足
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
一
九
四
一
年
時
点
に
お
け
る
京
仁
地
帯
の
最
高
需
要
電
量

は
約
５
万
ｋ
Ｗ
で
あ
り
、
漢
江
水
電
の
電
力
送
電
が
至
急
の
課
題
だ
っ
た18

。

漢
江
水
電
は
漢
江
の
洪
水
調
節
の
効
果
を
兼
ね
て
、
京
仁
工
業
地
帯
に
豊
富
な
電
力
を
供

給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
漢
江
は
太
白
山
脈
を
起
源
と
し
、
江
原
道
・
忠
清
北
道
・
京

畿
道
・
ソ
ウ
ル
市
を
東
西
に
流
れ
、
黄
海
（
西
海
）
に
至
る
。
本
流
の
長
さ
は
五
一
四
ｋ
ｍ

で
、
流
域
面
積
は
二
万
六
二
一
九
平
方
ｋ
ｍ
で
あ
る
。
漢
江
の
上
流
は
大
き
く
、
北
漢
江
水

系
と
南
漢
江
水
系
に
分
か
れ
る
。
金
剛
山
附
近
を
起
源
と
す
る
北
漢
江
は
南
流
し
、
金
剛
川
、

水
入
川
、
華
川
と
合
流
し
、
春
川
で
昭
陽
江
を
合
流
し
た
後
、
南
西
に
流
れ
て
加
平
川
、
洪

川
江
、
朝
宗
川
を
合
流
し
、
京
畿
道
楊
平
郡
で
南
漢
江
と
合
流
す
る19

。
総
督
府
の
水
力
調
査

に
よ
れ
ば
、
北
漢
江
水
系
に
は
上
流
か
ら
、
華
川
、
金
化
、
春
川
、
清
平
の
四
個
水
力
地
点

が
あ
り
、
合
計
で
一
九
万
七
九
二
〇
ｋ
Ｗ
と
推
定
し
た
。
漢
江
水
電
は
第
一
期
工
事
と
し
て
、

華
川
ダ
ム
、
清
平
ダ
ム
建
設
（
い
ず
れ
も
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
）
の
計
画
を
立
て
た
。

送
電
線
は
華
川
か
ら
京
城
近
郊
に
至
る
全
長
一
二
七
・
二
ｋ
ｍ
、
電
圧
一
五
万
四
千
ｋ
ｗ
の

送
電
線
と
容
量
一
一
万
ｋ
Ｖ
Ａ
の
富
平
変
電
所
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た20

。
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漢
江
水
電
は
第
一
期
総
事
業
費
予
算
を
六
千
万
円
と
想
定
し
た
。
漢
江
水
電
は
有
賀
社
長

が
「
事
業
を
独
占
す
る
の
は
い
か
ぬ
。
で
き
る
だ
け
一
般
人
も
参
加
さ
せ
て
そ
の
利
益
を
分

た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
と
に
、
朝
鮮
の
産
業
開
発
の
事
業
に
は
そ
の
事
が
肝
要
で
あ
る
」
と
の

見
地
か
ら
、
株
式
は
朝
鮮
内
で
割
当
募
集
し
、
社
員
に
は
朝
鮮
人
も
多
く
採
用
し
た
。
ま
た
、

役
員
、
大
株
主
に
朝
鮮
人
も
参
加
し
た21

。
朝
鮮
人
の
大
株
主
と
し
て
は
、
前
述
し
た
金
秊
洙

は
1
万
株
、
方
義
錫
（
共
興
株
株
式
会
社
社
長
）
は
一
七
〇
〇
株
、
金
琪
振
（
慶
尚
北
道
金

泉
郡
の
実
業
家
）
は
一
七
〇
〇
株
、
車
濬
澤
（
京
畿
道
水
原
郡
の
実
業
家
）
は
一
七
〇
〇
株

を
所
有
し
た22

。

有
賀
は
日
本
高
周
波
社
長
と
し
て
東
京
に
滞
在
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
一
九
四
一
年
四

月
に
漢
江
水
電
社
長
を
辞
任
し
た
。
後
任
の
第
二
代
社
長
に
、
漢
江
水
電
の
発
端
を
造
っ
た

谷
多
喜
麿
（
元
前
朝
鮮
信
託
社
長
）
が
就
任
し
た
。
新
た
に
社
長
に
就
任
し
た
谷
は
、「
水
電

事
業
は
私
に
も
多
少
の
責
任
が
あ
り
、
ま
た
今
日
の
情
勢
下
で
は
自
己
利
害
を
考
え
て
は
い

け
な
い
と
思
う23

」
と
語
っ
た
。
朝
鮮
の
電
気
事
業
は
一
九
四
三
年
二
月
に
朝
鮮
電
力
管
理
令

が
公
布
さ
れ
、
同
年
三
月
に
日
窒
系
が
中
心
と
な
る
朝
鮮
電
業
（
久
保
田
豊
社
長
）
に
全
て

統
合
さ
れ
た24

。
こ
の
た
め
、
漢
江
水
電
も
こ
れ
に
吸
収
さ
れ
た
。
一
九
四
三
年
六
月
末
の
譲

渡
額
は
、
資
産
総
額
は
約
一
億
七
一
六
万
円
、
債
務
総
額
は
約
九
四
六
六
万
円
、
社
債
交
付

額
は
一
二
五
〇
万
円
だ
っ
た25

。
こ
の
時
点
で
両
発
電
所
工
事
は
竣
工
し
て
お
ら
ず
、
工
事
進

行
状
況
（
出
来
高
）
は
華
川
発
電
所
が
八
五
％
、
清
平
発
電
所
が
九
九
％
だ
っ
た26

。

二
・
華
川
ダ
ム
工
事
と
清
平
ダ
ム
工
事

（
一
）
鹿
島
組
の
特
命
受
注

工
事
は
鹿
島
組
の
特
命
工
事
と
な
り
、
一
九
三
九
年
五
月
に
華
川
発
電
所
工
事
を
、
同
年

六
月
に
清
平
発
電
所
工
事
を
受
注
し
た
。
ま
た
、
発
電
機
も
日
立
製
作
所
が
特
命
で
受
注
し

た
。
鹿
島
組
と
日
立
製
作
所
が
朝
鮮
で
初
め
て
の
発
電
所
工
事
を
受
注
し
た
の
は
、
鹿
島
組

の
鹿
島
精
一
会
長
、
日
立
製
作
所
の
創
立
者
小
平
浪
平
、
元
朝
鮮
銀
行
理
事
の
木
村
雄
治
の

三
人
が
東
京
帝
国
大
学
の
学
友
で
あ
り
、
前
々
か
ら
親
交
が
深
か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
た
。

特
に
、
木
村
雄
治
の
斡
旋
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た27

。
春
川
か
ら
華
川
ま
で
の
道
路
工
事

（
四
〇
ｋ
ｍ
）
は
京
城
土
木
が
受
注
し
た28

。

漢
江
水
電
は
日
窒
が
未
着
手
だ
っ
た
漢
江
水
系
に
加
え
て
、
施
工
会
社
も
朝
鮮
に
出
遅
れ

て
い
た
鹿
島
組
、
発
電
機
も
朝
鮮
で
最
初
の
日
立
製
作
所
を
採
用
し
た
。
日
窒
の
野
口
遵
社

長
は
朝
鮮
北
部
に
お
け
る
大
ダ
ム
工
事
に
指
定
請
負
人
の
西
松
組
、
間
組
、
松
本
組
し
か
使

用
せ
ず
、
発
電
機
は
一
貫
し
て
芝
浦
電
気
製
作
所
を
使
用
し
た
。
こ
の
た
め
、
全
体
と
し
て

日
窒
に
対
す
る
対
抗
組
織
（
水
系
、電
力
会
社
、施
工
会
社
、電
機
会
社
）
で
あ
る
と
い
え
る
。

鹿
島
組
は
一
九
三
六
年
四
月
、
従
来
の
京
城
出
張
所
を
京
城
支
店
に
昇
格
し
た
。
鹿
島
組

は
専
務
だ
っ
た
渡
辺
喜
三
郎
を
朝
鮮
駐
在
専
務
と
し
、
京
城
支
店
長
に
村
井
佐
八
を
置
い
た
。

華
川
出
張
所
所
長
は
小
林
八
二
郎
、
清
平
出
張
所
所
長
は
竹
原
慶
作
だ
っ
た29

。
一
九
四
三
年
に

お
け
る
鹿
島
組
漢
江
出
張
所
の
職
員
は
、
小
林
所
長
以
下
、
五
一
名
だ
っ
た30

。

鹿
島
組
の
二
つ
の
発
電
所
施
工
部
隊
に
は
、
一
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
施
工
部
隊
は
、
台
湾

の
日
月
潭
ダ
ム
（
一
九
三
四
年
竣
工
）、
広
島
県
の
打
梨
ダ
ム
（
一
九
三
八
年
竣
工
）
建
設
と

続
く
、
同
社
内
で
ハ
イ
ダ
ム
施
工
の
経
験
を
持
つ
幹
部
が
こ
の
工
事
に
当
た
っ
た
。
こ
の
代

表
が
、
華
川
出
張
所
所
長
の
小
林
で
あ
る
。
小
林
は
台
湾
の
日
月
潭
ダ
ム
、
広
島
県
の
打
梨

ダ
ム
を
経
て
、
華
川
ダ
ム
建
設
を
担
当
し
た
。
小
林
の
下
に
就
い
た
城
塚
孝
雄
（
堰
堤
主
任
）

も
同
じ
流
れ
を
た
ど
っ
て
い
る31

。

日
中
戦
争
が
拡
大
す
る
と
鹿
島
組
の
社
員
は
応
召
さ
れ
、
戦
争
物
価
の
統
制
は
強
化
さ
れ
、

物
価
労
銀
は
高
騰
を
続
け
、
洪
水
被
害
等
が
か
さ
な
り
、
工
事
遂
行
の
た
め
、
建
設
現
場
は

苦
労
し
た
。
鹿
島
組
の
渡
辺
、
村
井
、
小
林
の
三
人
は
京
城
の
漢
江
水
電
本
社
を
訪
問
し
、

苦
境
を
説
明
し
、
値
僧
し
救
済
を
役
員
の
林
、
本
間
に
訴
え
た
。
そ
の
時
、
突
然
、
渡
辺
は

小
林
の
顔
を
続
け
て
殴
り
、「
貴
様
が
悪
い
か
ら
二
千
人
の
労
務
者
は
お
か
ゆ
も
満
足
に
喰
え

ぬ
の
だ
、
責
任
と
れ
」
と
襲
い
か
か
っ
た
と
い
う32

。

工
事
の
資
材
は
、
京
城
と
春
川
を
結
ぶ
私
鉄
の
京
春
鉄
道
を
利
用
し
た
。
京
春
鉄
道
会
社

は
一
九
三
六
年
七
月
に
設
立
さ
れ
た
。
社
長
は
前
総
督
府
内
務
局
長
牛
島
省
三
で
あ
る
。
資

本
金
は
一
〇
〇
〇
万
円
で
、
第
一
期
工
事
が
京
城
・
春
川
間
で
あ
り
、
全
長
九
三
・
五
Ｋ
ｍ

の
広
軌
路
線
だ
っ
た
。
漢
江
水
電
工
事
が
京
春
鉄
道
を
利
用
し
た
た
め
、
同
社
は
大
き
な
利

益
を
あ
げ
た
。「
漢
江
水
力
電
気
の
建
設
資
材
の
運
搬
線
と
と
も
な
っ
て
、
私
鉄
と
し
て
は
、

新
設
わ
ず
か
五
年
で
、
総
督
府
の
補
助
金
を
辞
退
し
た
ほ
ど
、
他
に
余
り
類
例
を
見
ぬ
優
秀

な
成
績
を
納
め
た
の
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う33

。
牛
島
の
狙
い
は
当
た
っ
た
の
で
あ
る
。

日
立
製
作
所
は
小
平
浪
平
が
一
九
〇
七
年
に
樹
立
し
た
電
機
製
造
会
社
で
あ
る
。
漢
江
水

電
工
事
と
し
て
は
、
清
平
発
電
所
に
カ
ブ
ラ
ン
式
水
車
一
台
二
万
一
〇
〇
〇
ｋ
Ｗ
の
発
電
機

を
製
造
し
て
納
入
し
た
。
こ
れ
は
落
差
二
六
・
五
ｍ
と
い
う
、
当
時
の
高
落
差･

大
型
容
量
カ
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ブ
ラ
ン
水
車
の
記
録
品
だ
っ
た34

。

（
２
）
華
川
ダ
ム
工
事

華
川
ダ
ム
は
堤
高
八
四
ｍ
、
堤
頂
長
四
三
五
ｍ
、
堤
体
積
八
三
万
立
方
ｍ
の
重
力
式
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
周
囲
九
四
ｋ
ｍ
の
貯
水
池
を
築
き
、
華
川
発
電
所

で
八
万
一
〇
〇
〇
ｋ
Ｗ
を
得
る35

。
ゲ
ー
ト
は
一
八
門
だ
が
、
戦
時
下
の
鋼
材
不
足
の
た
め
、

木
造
ゲ
ー
ト
を
使
用
し
た
。
鉄
管
路
は
経
二
ｍ
を
四
条
設
置
し
た36

。
漢
江
水
電
は
両
工
事
の

物
資
輸
送
の
た
め
、
春
川
駅
か
ら
華
川
ダ
ム
ま
で
セ
メ
ン
ト
輸
送
専
用
の
一
五
ｋ
ｍ
の
架
空

索
動
を
建
設
し
た
。
漢
江
水
電
の
技
師
長
に
は
本
間
孝
義
（
元
総
督
府
技
師
）
が
就
任
し
た37

。

工
事
は
一
九
三
九
年
五
月
に
着
工
し
た38

。

工
事
の
段
取
り
も
順
調
に
進
ん
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
ち
込
み
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、

一
九
四
〇
年
七
月
、
漢
江
全
域
の
豪
雨
の
た
め
打
ち
込
み
足
場
が
す
べ
て
流
失
し
、
大
き
な

損
害
を
出
し
た
。
被
害
金
額
は
機
材
流
失
損
害
金
が
一
五
万
円
、
設
備
流
失
損
害
が
三
五
万

円
、合
計
被
害
金
額
は
五
〇
万
円
に
達
し
た39

。
さ
ら
に
日
中
戦
争
、太
平
洋
戦
争
に
よ
り
、「
工

事
物
資
は
困
窮
し
、
セ
メ
ン
ト
の
貯
蔵
枯
渇
の
た
め
一
時
中
止
に
な
る
ほ
か
、
社
員
は
半
数

応
召
す
る
な
ど
工
事
へ
進
行
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
が
、
関
係
者
一
同
不
屈
の
敢

闘
精
神
を
も
っ
て
突
貫
工
事
を
強
行
」
し
た40

。
戦
時
下
と
な
っ
た
た
め
、
資
材
の
入
手
難
、

物
価
の
値
上
が
り
な
ど
で
、
建
設
工
事
は
困
難
を
極
め
た
。
こ
の
た
め
、
漢
江
水
電
と
鹿
島

組
の
間
で
は
契
約
単
価
の
改
定
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。
最
終
的
に
、
当
初
予
算
の
工
事

費
六
千
万
円
は
一
億
円
に
跳
ね
上
が
っ
た41

。
工
事
は
一
九
三
五
年
五
月
に
着
工
し
、
約
六
年

間
を
費
や
し
、
一
九
四
五
年
八
月
に
竣
工
し
た42

。

（
３
）
清
平
ダ
ム
工
事

清
平
ダ
ム
は
、
堤
高
三
五
ｍ
、
堤
頂
長
四
〇
〇
ｍ
、
堤
体
積
二
三
万
四
千
立
方
ｍ
の
重

力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
周
囲
七
一
ｋ
ｍ
の
貯
水
池
を
作
り
、

三
万
六
九
〇
〇
Ｋ
Ｗ
を
発
電
す
る
も
の
だ
っ
た
。
左
岸
に
水
槽
、
発
電
所
、
流
筏
部
を
設
置

し
た43

。
漢
江
水
電
の
技
師
長
に
は
、
梶
山
浅
次
郎
（
元
総
督
府
技
師
）
が
就
任
し
た44

。
工
事

は
一
九
三
九
年
八
月
に
着
工
し
た
。
当
初
は
一
九
四
二
年
末
を
竣
工
予
定
に
し
て
い
た
。
し

か
し
、
一
九
四
〇
年
七
月
、
漢
江
全
域
が
豪
雨
に
よ
り
大
洪
水
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

清
平
ダ
ム
建
設
現
場
の
型
枠
材
、
原
木
、
骨
材
採
集
船
、
レ
ー
ル
等
が
流
失
し
た
。
ま
た
、

機
械
類
も
ほ
と
ん
ど
浸
水
、
流
失
し
た
。
鹿
島
組
の
史
料
は
、「
他
方
戦
争
は
苛
烈
化
に
つ
れ
、

資
材
の
入
手
難
、
物
価
労
銀
な
ど
の
値
上
り
等
悪
条
件
は
累
積
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
」
と

記
録
し
て
い
る
。
工
事
は
約
五
年
間
を
費
や
し
、
一
九
四
四
年
六
月
に
竣
工
し
た
。
工
事
費

は
当
初
三
三
〇
万
円
だ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
四
倍
に
な
る
二
二
〇
万
五
千
円
に
ま
で
増
額

さ
れ
た45

。

３
・
朝
鮮
社
会
と
の
葛
藤

（
１
）
土
地
収
用
・
移
転
問
題

朝
鮮
に
お
け
る
発
電
所
工
事
で
は
、
工
事
着
工
後
に
水
没
地
の
土
地
補
償
問
題
が
始
ま

る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る46

。
漢
江
水
電
の
二
つ
の
ダ
ム
建
設
も
同
様
だ
っ
た
。

一
九
三
八
年
一
一
月
、
漢
江
水
電
は
江
原
道
庁
と
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
ま
ず
二
つ
の
発
電

所
建
設
一
帯
を
土
地
売
買
買
禁
止
と
し
た47

。
当
初
は
華
川
発
電
所
工
事
に
よ
っ
て
、
江
原
道

の
華
川
郡
、
楊
口
郡
、
金
化
郡
で
田

は
二
千
町
歩
が
湖
水
に
沈
み
、
約
二
千
戸
、
約
一
万

人
の
移
住
が
必
要
と
見
な
し
た48

。
し
か
し
、
実
際
に
は
こ
れ
よ
り
多
く
の
面
積
が
水
没
し
、

移
住
者
は
増
加
す
る
。
漢
江
水
電
は
一
九
三
八
年
一
二
月
か
ら
本
格
的
に
土
地
買
収
作
業
に

乗
り
出
し
た
。
ま
ず
、
華
川
発
電
所
工
事
現
場
一
帯
の
実
測
に
着
手
し
た49

。
華
川
発
電
所
工

事
の
計
画
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
華
川
郡
内
は
住
宅
、
店
舗
の
価
格
を
初
め
と
し
て
土
地
価

格
が
暴
騰
し
、
特
に
華
川
邑
内
で
は
一
挙
に
五
倍
ま
で
高
騰
し
た
。
こ
の
た
め
、
経
済
警
察

が
秘
か
に
調
査
を
始
め
た50

。
一
九
三
九
年
二
月
に
は
、
水
没
地
補
償
問
題
に
つ
い
て
具
体
的

な
決
定
が
出
る
と
予
想
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
、
江
原
道
庁
は
、
水
没
地
住
民
を
、
①
任
意

移
住
、
②
工
事
現
場
の
労
働
者
と
し
て
斡
旋
、
③
希
望
に
よ
っ
て
「
満
洲
国
」
移
民
斡
旋
、

④
蘭
谷
の
開
拓
部
隊
と
し
て
移
住
斡
旋
、
の
四
方
針
を
検
討
し
て
い
た51

。
蘭
谷
と
は
江
原
道

准
陽
郡
蘭
谷
面
の
蘭
谷
水
利
組
合
地
域
、
及
び
一
帯
に
あ
る
二
百
余
町
歩
の
国
有
未
開
拓
地

の
こ
と
と
思
わ
れ
る52

。

一
九
三
九
年
二
月
、
江
原
道
庁
は
始
め
て
価
格
査
定
委
員
会
を
開
催
し
、
関
係
地
主
と
地

方
有
志
を
道
庁
に
招
い
た53

。
こ
の
後
、
水
没
地
補
償
問
題
と
住
民
移
住
は
、
江
原
道
庁
が
中

心
と
な
っ
て
交
渉
を
進
め
た54

。
江
原
道
庁
は
一
九
三
二
年
二
月
、
金
時
権
江
原
道
知
事
な
ど

三
二
名
の
関
係
者
が
秘
密
会
議
を
開
催
し
、
水
没
地
帯
の
土
地
買
収
問
題
に
つ
い
て
検
討
し

た
。
こ
の
時
点
で
、
水
没
地
の
面
積
は
当
初
予
定
か
ら
五
二
七
〇
町
歩
と
二
・
六
倍
に
、
移
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住
対
象
は
四
千
戸
と
二
倍
に
、
各
々
被
害
予
想
は
拡
大
し
た55

。
水
没
地
域
内
の
楊
口
郡
北
面

住
民
は
、「
満
洲
国
」
へ
の
集
団
移
民
を
希
望
し
た
。
彼
ら
は
「
新
北
面
を
建
設
し
、
そ
れ
以

前
と
同
様
に
一
ヶ
所
に
集
ま
っ
て
暮
し
た
い
と
集
団
移
住
を
希
望
」
し
て
い
た56

。
一
九
三
九

年
二
月
、
漢
江
水
電
は
土
地
の
買
収
を
、
江
原
道
庁
に
正
式
に
委
任
し
た
。
江
原
道
庁
は
地

主
、
有
識
階
級
、
官
公
署
の
各
層
の
人
々
を
集
め
、
価
格
査
定
委
員
会
を
開
催
す
る
方
針
だ

っ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
ま
ず
漢
江
水
電
打
合
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
関
係
郡
守
、

警
察
署
長
、
内
務
課
長
な
ど
が
集
ま
り
、
対
策
の
根
本
方
針
を
決
定
し
た
。
四
千
戸
の
移
住
、

五
二
七
〇
町
歩
の
土
地
買
収
が
大
き
な
課
題
だ
っ
た57

。
一
九
三
九
年
八
月
に
な
り
、
価
格
査

定
委
員
会
は
華
川
郡
、
楊
口
郡
の
地
目
、
地
質
、
位
置
な
ど
に
関
す
る
地
押
調
査
を
終
え
、

用
地
買
収
基
準
造
り
は
本
格
化
し
た58

。
一
九
三
九
年
九
月
、
漢
江
土
地
買
収
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
水
没
地
等
級
査
定
に
関
す
る
協
議
が
行
わ
れ
た59

。

一
九
四
〇
年
三
月
に
本
格
的
な
工
事
着
手
を
前
に
し
て
、
土
地
買
収
協
議
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
も
こ
の
種
の
会
議
は
秘
密
会
議
と
し
て
行
わ
れ
た
が
、
今
回
も
同
様
だ
っ
た
。

尹
奉
彬
江
原
道
知
事
以
下
、
江
原
道
庁
の
幹
部
が
集
ま
り
、
土
地
は
農
務
課
、
家
屋
は
会
計

課
、
墓
地
は
衛
生
課
が
担
当
し
、
近
く
価
格
査
定
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た60

、
華
川

ダ
ム
工
事
は
一
九
三
九
年
五
月
か
ら
、
清
平
ダ
ム
工
事
は
同
年
八
月
か
ら
開
始
し
、
次
第
に

本
格
化
し
て
い
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水
没
地
補
償
問
題
は
ほ
と
ん
ど
進
展
し
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
一
九
四
〇
年
九
月
、
華
川
郡
看
東
同
面
住
民
代
表
ら
面
内
有
力
者
四
〇
余
名
が

集
ま
り
、
こ
れ
へ
の
対
策
を
協
議
し
た
。
彼
ら
は
「
補
償
金
を
速
や
か
に
発
表
す
る
と
同
時

に
、
す
ぐ
支
払
う
べ
し
」
と
の
文
書
を
作
成
し
、
大
挙
工
事
現
場
に
押
し
寄
せ
、
漢
江
水
電

に
厳
重
抗
議
文
を
手
渡
し
た
。
彼
ら
は
「
会
社
側
で
は
故
意
に
土
地
を
廉
価
で
買
収
し
よ
う

と
し
て
い
る
」
と
厳
し
く
批
判
し
た61

。
水
没
地
住
民
の
抗
議
に
押
さ
れ
、
一
九
四
〇
年
九
月
、

高
尾
甚
造
江
原
道
知
事
は
華
川
ダ
ム
の
移
住
費
補
償
問
題
に
つ
い
て
、「
関
係
住
民
た
ち
が
速

や
か
に
処
理
し
て
く
れ
と
陳
情
書
を
何
回
も
提
出
し
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
関
係
住
民
の
利
害
が
大
き
い
が
、
当
局
で
も
本
府
〔
総
督
府
＝
広
瀬
〕
と
協
議
し
、
善
処

す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
弁
明
し
た62

。
し
か
し
、
こ
の
後
も
補
償
問

題
は
進
展
し
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
一
九
四
〇
年
九
月
、
関
係
住
民
は
漢
江
水
電
と
江
原

道
庁
に
、
再
度
強
硬
な
抗
議
を
行
っ
た63

。

一
九
四
〇
年
一
二
月
一
二
日
、
よ
う
や
く
漢
江
水
電
の
用
地
買
収
価
格
が
華
川
郡
で
発
表

さ
れ
た
。
坪
平
均
最
高
一
円
五
七
銭
か
ら
最
低
は
一
円
一
二
銭
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
補

償
金
額
に
対
し
て
、
関
係
住
民
の
不
満
は
大
き
か
っ
た64

。
清
平
発
電
所
で
も
、
水
没
地
問
題

は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
補
償
金
額
案
が
発
表
さ
れ
る
と
、
一
九
四
一
年
一
月
京
畿

道
庁
は
清
平
発
電
所
関
連
の
地
主
三
〇
余
名
を
集
め
て
懇
談
会
を
開
催
し
た65

。
実
力
者
の
同

意
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

水
没
地
住
民
の
移
住
に
関
し
て
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
当
初
の
四
案
（
①
任

意
移
住
、
②
工
事
現
場
の
労
働
者
と
し
て
斡
旋
、
③
希
望
に
よ
っ
て
「
満
洲
国
」
移
民
斡
旋
、

④
蘭
谷
の
開
拓
部
隊
と
し
て
移
住
斡
旋
）
に
沿
っ
て
、
住
民
の
移
住
策
を
進
め
た
と
思
わ
れ

る
。
一
九
四
一
年
一
〇
月
の
時
点
で
江
原
道
庁
は
水
没
地
帯
一
二
〇
〇
戸
の
移
住
を
終
え
て

い
た
。
一
九
四
〇
年
か
ら
数
百
戸
を
道
内
に
移
住
さ
せ
た
。
し
か
し
、
ま
だ
「
純
小
作
農
極

貧
者
」
の
移
住
問
題
が
残
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
一
九
四
一
年
一
〇
月
、
華
川
郡
庁
で
満

洲
開
拓
移
民
座
談
会
を
開
催
し
、「
満
洲
国
」
へ
の
移
民
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
集
団

移
住
は
五
〇
戸
一
団
、
三
〇
〇
戸
一
団
と
し
、
一
戸
当
り
の
旅
費
は
六
〇
円
を
補
助
し
、
共

同
施
設
費
と
し
て
二
六
四
円
を
補
助
し
、
鉄
道
賃
は
六
割
割
引
す
る
こ
と
に
決
定
し
た66

。
お

そ
ら
く
こ
の
方
針
に
よ
っ
て
、
最
後
ま
で
残
っ
た
人
々
は
「
満
洲
国
」
に
移
住
し
た
と
思
わ

れ
る
。

（
２
）
労
働
力
動
員
問
題

工
事
着
工
前
の
一
九
三
九
年
三
月
、
漢
江
水
電
は
華
川
ダ
ム
工
事
に
必
要
な
労
働
者
を

六
千
名
と
計
算
し
た
。
こ
の
労
働
者
の
斡
旋
を
、
江
原
道
庁
に
依
頼
し
た
。
こ
の
内
三
千
名

は
漢
江
水
電
が
募
集
し
、
残
り
三
千
名
は
江
原
道
庁
が
三
月
一
日
か
ら
六
月
ま
で
に
斡
旋
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
江
原
道
庁
が
斡
旋
す
る
労
働
者
は
二
〇
才
か
ら
四
〇
歳
ま
で
で
、
旅
費

は
漢
江
水
電
か
鹿
島
組
が
負
担
す
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
江
原
道
庁
は
具
体
的
な
労
働
条

件
を
定
め
た67

。
総
督
府
は
一
九
三
七
年
三
月
か
ら
土
建
労
働
者
の
官
斡
旋
を
関
し
、
道
庁
が

行
う
道
内
斡
旋
と
総
督
府
が
行
う
道
外
斡
旋
に
よ
り
、
朝
鮮
全
土
で
の
労
働
力
調
整
を
行
っ

た68

。
漢
江
水
電
は
江
原
庁
に
対
し
て
、
道
内
斡
旋
を
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
三
九
年
六
月
、
江
原
道
で
は
各
種
工
事
が
い
っ
せ
い
に
開
始
し
、
い
た
る
所
で
労
働

者
飢
饉
が
発
生
し
た
。
こ
の
た
め
、
江
原
道
庁
は
そ
の
斡
旋
に
腐
心
し
た
。
労
働
者
が
不
足

し
た
現
場
は
、
三
陟
炭
鉱
、
寧
越
炭
鉱
、
寧
越
朝
鮮
電
力
第
二
期
工
事
、
江
陵
内
港
埋
立
工

事
、
長
箭
港
埋
立
工
事
、
華
川
発
電
所
工
事
で
あ
る
。
華
川
発
電
所
工
事
現
場
に
は
七
〇
〇

名
の
労
働
者
が
働
い
て
い
た
が
、
同
年
六
月
に
は
一
二
〇
〇
名
が
必
要
と
さ
れ
、
五
〇
〇
名
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が
不
足
し
て
い
た69

。
こ
う
し
た
道
内
斡
旋
で
は
労
働
力
が
不
足
す
る
た
め
、
江
原
道
庁
は
総

督
府
に
道
外
斡
旋
を
依
頼
し
た
。
一
九
三
九
年
八
月
、
南
部
朝
鮮
の
労
働
者
が
道
外
斡
旋

に
よ
り
清
平
ダ
ム
建
設
現
場
に
移
送
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
が
第
一
陣
で
あ
る
と
思
わ
れ
る70

。

一
九
四
一
年
三
月
、
華
川
発
電
所
建
設
現
場
に
全
羅
南
道
か
ら
五
一
〇
名
が
到
着
し
た71

。
具

体
的
な
時
期
と
数
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
総
督
府
は
漢
江
水
電
工
事
に
一
九
四
〇
年
か

ら
一
九
四
一
年
ま
で
に
、
道
外
斡
旋
に
よ
っ
て
南
部
か
ら
四
〇
六
四
名
を
動
員
し
た72

。

総
督
府
は
官
斡
旋
（
道
内
・
道
外
）
だ
け
で
は
朝
鮮
内
の
土
建
労
働
者
の
需
要
を
埋
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
一
九
三
八
年
一
〇
月
か
ら
勤
労
報
国
隊
運
動
を
開
始
し
た73

。
漢
江

水
電
工
事
に
も
、
勤
労
報
国
隊
が
動
員
さ
れ
た
。
一
九
三
九
年
七
月
、
加
平
郡
内
各
部
落
勤

労
報
国
団
は
上
部
の
命
令
を
待
っ
て
い
た
が
、
北
面
勤
労
報
国
団
と
加
平
勤
労
報
国
団
が
先

発
隊
と
し
て
、
清
平
ダ
ム
現
場
に
出
動
し
た
。
一
九
四
〇
年
四
月
、
江
原
道
抱
川
郡
勤
労
報

国
隊
は
三
日
間
、
毎
日
五
〇
名
ず
つ
華
川
ダ
ム
工
事
現
場
に
動
員
さ
れ
た74

。
一
九
四
〇
年
一
一

月
、
漢
江
水
電
の
華
川
ダ
ム
工
事
現
場
で
は
毎
日
七
、八
百
名
の
労
働
者
が
不
足
し
た
。
こ
の

た
め
、江
原
道
庁
は
隣
接
各
郡
に
通
諜
を
出
し
、勤
労
報
国
隊
を
編
成
し
て
派
遣
し
た
。
ま
ず
、

金
化
郡
か
ら
三
〇
名
の
勤
労
報
国
隊
が
派
遣
さ
れ
た75

。
一
九
四
一
年
三
月
か
ら
四
月
ま
で
一

ヶ
月
間
、
東
豆
川
勤
労
報
国
隊
二
四
名
が
清
平
ダ
ム
現
場
に
動
員
さ
れ
た
。
こ
れ
は
第
八
回

目
の
実
施
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
一
九
二
名
が
動
員
さ
れ
た76

。

工
事
現
場
で
の
朝
鮮
人
の
労
働
と
生
活
を
見
て
み
る
。
労
働
者
を
苦
し
め
た
の
が
食
料
難

で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
二
月
、
京
畿
道
加
平
郡
警
察
署
は
郡
内
の
米
穀
現
在
高
は
玄
米
換

算
二
五
五
五
石
と
推
定
し
、
郡
民
三
万
七
千
人
、
漢
江
水
電
清
平
ダ
ム
工
事
就
労
人
夫
、
鉱

山
そ
の
他
就
労
人
夫
約
一
万
人
、
計
四
万
七
千
人
で
あ
り
、
こ
れ
ら
へ
の
配
給
が
不
足
す

る
と
判
断
し
た
。
す
で
に
同
年
三
月
か
ら
食
料
配
給
証
明
制
度
を
実
施
し
た
が
、
四
月
か

ら
食
料
配
給
証
明
通
帳
制
度
を
導
入
し
た
。
こ
こ
で
は
一
人
平
均
一
日
四
合
と
計
算
し
た77

。

一
九
四
〇
年
五
月
、
清
平
発
電
所
現
場
の
労
働
者
の
状
況
を
、
京
畿
道
警
察
部
は
次
ぎ
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。「
漢
江
水
電
清
平
工
事
場
ニ
於
ケ
ル
人
夫
中　

最
近
白
米
入
手
難
ノ
為
メ

雑
穀
ヲ
強
要
サ
レ
激
務
ニ
堪
ヘ
サ
ル
ト　

労
賃
安
ク
最
近
ノ
物
価
高
ニ
照
シ
均
衡
ト
レ
サ
ル

為　

逃
亡
ス
ル
モ
ノ
多
数
ニ
上
レ
リ
ト
。（
中
略
）
全
鮮
各
道
ヨ
リ
斡
旋
人
夫
二
千
二
百
名
ヲ

入
レ
、
一
時
ハ
繁
盛
ヲ
極
メ
タ
ル
モ
先
月
〔
四
月
＝
広
瀬
〕
下
旬
ヨ
リ
斡
旋
人
夫
ニ
シ
テ
無

断
逃
走
ス
ル
者
続
出
シ　

現
在
ハ
総
人
夫
数
僅
カ
八
百
名
ニ
モ
足
ラ
ズ
工
事
進
行
上
一
大
支

障
ヲ
招
来
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、「
激
労
ニ
携
ハ
リ
飢
餓
ノ
為
メ
労

務
ニ
堪
ヘ
兼
ネ　

且
ツ
賃
金
ハ
一
日
一
円
二
、
三
十
銭
ナ
ル
モ
総
ユ
ル
物
価
高
騰
シ
タ
ル
ニ

照
シ
、
収
支
均
衡
ナ
ラ
ザ
ル
等
ガ
其
ノ
主
タ
ル
原
因
ノ
如
シ78

」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
清
平

ダ
ム
現
場
か
ら
は
、
過
酷
な
労
働
、
食
糧
難
、
安
い
賃
金
、
物
価
高
に
よ
り
、
逃
亡
す
る
労

働
者
が
続
出
し
て
い
る
。

労
働
者
は
安
い
賃
金
の
中
か
ら
、
さ
ら
に
国
防
献
金
や
貯
金
を
強
要
さ
れ
た
。
鹿
島
組
配

下
中
井
組
の
労
働
者
二
三
五
人
は
、
三
月
一
日
の
「
愛
国
日
」
に
八
七
円
五
五
銭
を
国
防
献

金
と
し
て
供
出
し
た
。
一
九
四
〇
年
五
月
、
鹿
島
組
は
一
人
一
ヶ
月
貯
金
額
一
〇
円
を
増
加

す
る
ご
と
に
同
組
か
ら
報
告
貯
金
奨
励
金
と
し
て
一
円
を
支
給
し
、
従
業
員
が
毎
月
二
五
日

～
二
八
日
間
継
続
す
る
者
に
は
奨
励
金
と
し
て
一
円
～
一
円
五
〇
銭
を
そ
の
者
の
貯
金
に
預

け
入
れ
る
制
度
を
始
め
た79

。

一
九
四
〇
年
か
ら
二
年
間
、
華
川
ダ
ム
工
事
現
場
で
働
い
た
朝
鮮
人
（
忠
清
南
道
論
山
郡

出
身
で
、道
外
斡
旋
者
）
は
二
年
間
の
労
働
の
実
態
を
、次
ぎ
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。「
朝

起
き
て
日
本
の
国
歌
を
歌
い
、
八
時
か
ら
夕
方
六
時
ま
で
仕
事
を
し
た
。
日
本
人
は
機
械
を

使
う
こ
と
、重
要
な
こ
と
、人
を
集
め
る
こ
と
を
し
、ス
コ
ッ
プ
仕
事
は
朝
鮮
人
だ
け
が
し
た
。

昼
食
は
歩
い
て
い
く
時
間
も
含
め
て
一
時
間
だ
っ
た
。（
中
略
）
工
事
場
の
近
く
の
藁
家
で

一
五
名
程
が
合
宿
を
し
た
が
、
布
団
も
な
く
、
服
を
着
た
ま
ま
で
寝
た
。
朝
起
き
て
食
堂
に

行
き
、
一
つ
の
お
か
ず
だ
け
で
焼
け
た
米
と
白
米
等
で
炊
い
た
ご
飯
を
食
べ
た
。（
中
略
）
働

い
て
い
て
事
故
で
死
ね
ば
、
髪
を
切
っ
て
木
箱
に
入
れ
て
故
郷
の
家
に
送
っ
た
が
、
実
家
で

は
ど
れ
だ
け
驚
い
た
だ
ろ
う
。
工
事
現
場
の
私
の
木
材
所
で
そ
の
よ
う
な
箱
を
事
前
に
作
っ

て
置
い
て
使
用
し
た
。
ど
れ
だ
け
が
死
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
が
、
多
く
の
人
が
死
ん
で
い
く

の
を
見
た
。
賃
金
は
月
一
回
班
長
を
通
じ
て
支
給
さ
れ
、
食
事
代
等
を
除
い
て
く
れ
た
。
お

腹
が
す
き
、
宿
所
か
ら
現
場
に
行
く
中
間
に
あ
る
パ
ン
屋
で
パ
ン
を
買
っ
て
食
べ
、
も
ら
っ

た
給
料
を
全
部
パ
ン
代
に
使
う
の
で
、
お
金
が
残
ら
な
か
っ
た80｣

。
事
実
、
工
事
で
の
死
者

は
多
か
っ
た
。
清
平
ダ
ム
建
設
は
約
四
年
間
の
工
事
で
、
延
三
〇
〇
万
人
が
動
員
さ
れ
た
。

一
九
四
四
年
五
月
、
鹿
島
組
の
主
催
で
「
漢
江
水
電
清
平
発
電
所
殉
職
者
供
養
碑
除
幕
式

並
慰
霊
祭
」
が
開
催
さ
れ
た
。
清
平
ダ
ム
建
設
工
事
の
犠
牲
者
は
四
三
名
で
あ
る
。
氏
名
（
死

亡
順
）
は
、
金
洛
九
、
崔
用
一
、
尹
乙
善
、
金
恒
権
、
全
阪
歳
、
高
基
然
、
鄭
泰
福
、
鄭
京
長
、

岩
本
允
炯
、
沈
相
先
、
崔
文
在
、
韓
錫
宰
、
金
尚
福
、
李
在
鳳
、
崔
基
洙
、
李
完
云
、
松
田
今
男
、

元
春
常
、
朴
魯
錫
、
平
川
清
三
、
金
南
植
、
奇
順
慶
、
楊
錫
祚
、
李
載
善
、
皮
三
山
、
尹
億
炳
、

朴
相
圭
、
岡
田
清
一
、
具
宗
植
、
崔
四
奉
、
朴
奉
年
、
金
鳳
律
、
権
寧
遠
、
金
本
壽
満
、
金
相
奎
、



植
民
地
期
朝
鮮
に
お
け
る
漢
江
水
電
の
華
川
・
清
平
ダ
ム
建
設 （
広
瀬
）

一
七
七

（7）

魯
万
三
、
林
淳
山
、
李
延
一
、
張
圭
烈
、
琴
漢
根
、
木
村
鍾
哲
、
李
泰
俊
、
東
原
吉
謨
で
あ

る
。
彼
ら
は
「
当
局
の
斡
旋
を
受
け
勤
労
報
国
隊
と
し
て
出
勤
し
た
南
鮮
及
中
鮮
地
方
出
身

者
」
た
ち
だ
っ
た81

。「
創
氏
改
名
」
の
た
め
正
確
に
は
判
断
で
き
な
い
が
、日
本
人
は
三
名
（
松

田
今
男
、
平
川
清
三
、
岡
田
清
一
）
と
す
れ
ば
、
朝
鮮
人
は
四
〇
名
で
あ
る
。
死
者
の
比
率

は
一
対
一
三
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
朝
鮮
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
華
川
ダ
ム
建
設

の
犠
牲
者
数
は
不
明
で
あ
る
。
ダ
ム
工
事
で
は
、
一
般
的
に
死
傷
者
は
ダ
ム
堤
体
積
の
量
に

比
例
す
る
と
い
わ
れ
る
。
清
平
ダ
ム
と
華
川
ダ
ム
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堤
体
積
は
、
清
平
ダ
ム

は
二
三
万
四
千
立
方
ｍ
、
華
川
ダ
ム
は
八
三
万
立
方
ｍ
で
あ
り
、
一
対
三
・
五
と
な
る
。
単
純

に
計
算
す
る
と
、
四
三
名
の
三
・
五
倍
は
一
五
〇
・
五
、
つ
ま
り
約
一
五
〇
名
が
華
川
発
電

所
工
事
で
死
亡
し
た
と
想
定
さ
れ
る
。
両
発
電
所
建
設
に
よ
る
合
計
死
者
は
約
一
九
三
名
と

推
定
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
朝
鮮
人
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
の
内
容
を
要
約
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

漢
江
へ
の
発
電
所
設
置
は
朝
鮮
総
督
府
の
高
級
官
僚
等
（
日
本
人
）
に
よ
っ
て
発
案
さ
れ

た
。
一
九
三
九
年
二
月
に
漢
江
水
電
が
設
立
さ
れ
、
有
賀
豊
光
（
元
朝
鮮
殖
産
銀
行
頭
取
）

が
社
長
に
就
き
、
朝
鮮
人
資
本
家
の
朴
栄
喆
、
金
秊
洙
も
役
員
と
な
っ
た
。
大
株
主
は
、
日

本
高
周
波
重
工
業
、
朝
鮮
殖
産
銀
行
、
京
春
鉄
道
だ
っ
た
。
漢
江
水
電
は
漢
江
上
流
に
華
川

ダ
ム
、
清
平
ダ
ム
を
築
造
し
て
約
二
〇
万
ｋ
Ｗ
を
得
て
、
こ
れ
を
京
仁
工
業
地
帯
と
中
部
朝

鮮
に
送
電
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

漢
江
水
電
は
初
の
漢
江
水
系
工
事
で
、
施
工
に
鹿
島
組
、
発
電
機
に
日
立
製
作
所
を
使
用

し
、
全
体
と
し
日
本
窒
素
肥
料
へ
の
対
抗
組
織
と
な
っ
た
。
鹿
島
組
は
朝
鮮
で
の
初
の
ダ
ム

工
事
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
同
社
が
日
月
潭
ダ
ム
（
台
湾
）、
打
梨
ダ
ム
（
広
島
）
で
進
め
た
ハ

イ
ダ
ム
経
験
者
を
漢
江
水
電
工
事
に
送
り
込
ん
だ
。
堤
体
積
は
華
川
ダ
ム
が
八
三
万
立
方
ｍ
、

清
平
ダ
ム
が
二
三
万
四
千
立
方
ｍ
で
、
い
ず
れ
も
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
だ
っ
た
。
二

つ
の
ダ
ム
工
事
は
一
九
三
九
年
に
着
工
し
、
清
平
ダ
ム
は
一
九
四
四
年
六
月
に
、
華
川
ダ
ム

は
一
九
四
五
年
八
月
に
各
々
竣
工
し
た
。

華
川
ダ
ム
に
よ
る
水
没
地
は
五
二
七
〇
町
歩
、
水
没
戸
数
は
約
四
千
戸
だ
っ
た
。
漢
江
水

電
は
こ
の
問
題
の
解
決
を
江
原
道
庁
に
依
頼
し
た
。
工
事
着
工
後
、
江
原
道
庁
は
価
格
査
定

委
員
会
、
漢
江
水
電
打
合
会
な
ど
を
開
い
た
が
、
一
九
四
〇
年
一
二
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く

土
地
買
収
基
準
が
公
表
さ
れ
た
。
関
係
住
民
、
地
主
は
し
ば
し
ば
漢
江
水
電
、
江
原
道
庁
に

抗
議
を
行
っ
た
。
最
終
的
に
、
水
没
地
域
住
民
は
道
内
移
住
や
「
満
洲
国
」
へ
集
団
移
住
し

た
と
思
わ
れ
る
。
現
場
で
の
労
働
力
動
員
は
漢
江
水
電
が
官
斡
旋
（
道
内
・
道
外
）
を
江
原

道
庁
、
朝
鮮
総
督
府
に
依
頼
し
た
。
道
外
斡
旋
だ
け
で
も
、
約
四
千
名
が
南
部
朝
鮮
か
ら
移

送
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
道
内
斡
旋
、
勤
労
報
国
隊
も
増
員
さ
れ
た
。
過
酷
な
労
働
、
食
糧
難
、

安
い
賃
金
の
た
め
、
逃
亡
す
る
労
働
者
も
多
か
っ
た
。
清
平
ダ
ム
工
事
の
死
亡
者
は
四
三
名

で
あ
り
、
四
〇
名
が
朝
鮮
人
で
あ
る
。
華
川
ダ
ム
建
設
の
死
亡
者
は
一
五
〇
名
と
思
わ
れ
、

二
つ
の
ダ
ム
建
設
で
一
九
三
名
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
想
定
す
る
。

〔
補
註
〕

（
１
） 

日
本
窒
素
肥
料
の
朝
鮮
に
お
け
る
発
電
所
工
事
に
つ
い
て
は
、
姜
在
彦
編
『
朝
鮮
に
お
け
る
日
窒

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
』（
不
二
出
版
、一
九
八
五
年
）、間
組
百
年
史
編
纂
室
編
『
間
組
百
年
史
』
上
巻
（
同

社
、
一
九
八
九
年
）、
堀
和
生
『
朝
鮮
工
業
化
の
史
的
分
析
―
日
本
資
本
主
義
と
植
民
地
経
済
』（
有

斐
閣
、
一
九
九
五
年
）
参
照
。
最
近
の
電
力
業
に
関
す
る
代
表
的
な
研
究
と
し
て
、
李
光
宰
「
南
鮮

合
同
電
気
（
株
）
の
形
成
過
程
」『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
五
〇
号
（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）、
同

『
韓
国
電
力
業
の
起
源
―
「
日
本
人
た
ち
」
の
電
力
業
か
ら
「
韓
国
人
た
ち
」
の
電
力
業
へ
』（
つ
げ

書
房
新
社
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。

（
２
） 

前
掲
書
堀
和
生
『
朝
鮮
工
業
化
の
史
的
分
析
』、
李
修
京
「
華
川
発
電
所
建
設
과 

関
連
된 

日
本

文
献
考
察
」、
華
川
댐
과 

韓
国
戦
争
（
華
川
戦
闘
）
韓
中
米
日
市
民
共
同
追
慕
委
員
会 

아
시
아
平

和
市
民
네
트
워
크
編『
華
川
댐（
大
鵬
湖
）
과 

韓
国
／
朝
鮮
戦
争
犠
牲
者
追
慕
외 

Ｄ
Ｍ
Ｚ
平
和
紀
行
』

（
同
会
、
二
〇
一
三
年
）。（
以
下
、『
Ｄ
Ｍ
Ｚ
平
和
紀
行
』
と
す
る
）。

（
３
） 

林
茂
樹
「
水
力
電
気
と
有
賀
さ
ん
」、「
有
賀
さ
ん
の
事
蹟
と
思
い
出
」
編
集
会
編
『
有
賀
さ
ん
の

事
蹟
と
思
い
出
』（
同
会
、
一
九
五
三
年
）
二
〇
二
～
二
〇
四
頁
。

（
４
） 

韓
国
歴
史
情
報
統
合
シ
ス
テ
ム
（http:w

w
w

.koreanhistory.or.kr/

）。

（
５
） 

牛
島
省
三
君
追
想
録
編
集
委
員
編『
牛
島
省
三
君
追
想
録
』（
同
会
、一
九
四
一
年
）一
一
～
一
八
頁
。

（
６
） 

前
掲
書
『
牛
島
省
三
君
追
想
録
』
四
二
～
五
〇
頁
。

（
７
） 
塩
川
済
吉
「
故
牛
島
社
長
を
偲
び
て
」、
前
掲
書
『
牛
島
省
三
君
追
想
録
』
一
三
〇
～
一
三
一
頁
。

（
８
） 『
毎
日
申
報
』、『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
三
二
年
二
月
二
日
。『
毎
日
申
報
』
は
一
九
三
八
年
四
月
か
ら

『
毎
日
新
報
』
に
改
称
さ
れ
た
。『
毎
日
申
報
』
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
水
曜
歴
史
研
究
会
編
『
日
帝

의 

植
民
地
支
配
政
策
과 

毎
日
申
報
―
一
九
一
〇
年
代
』（
두
루
미
디
아
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（
９
） 

朴
栄
喆
『
五
十
年
の
回
顧
』（
大
阪
屋
書
店
、一
九
二
九
年
）、親
日
人
名
事
典
編
纂
委
員
会
編
『
親

日
人
名
事
典
』
二
巻
（
民
族
問
題
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
）
五
三
～
五
六
頁
参
照
。



福
岡
大
学
研
究
部
論
集　

Ａ　

十
四
（
二
）
二
〇
一
五

一
七
八
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（
10
） 

金
尚
衡
編
『
秀
堂
金
秊
洙
』（
秀
堂
記
念
事
業
会
、
一
九
七
一
年
）、
カ
ー
タ
ー
・
Ｊ
・
エ
ッ
カ
ー

ト
著
小
谷
ま
さ
代
訳
『
日
本
帝
国
の
申
し
子
―
高
敞
の
金
一
族
と
韓
国
資
本
主
義
の
植
民
地
起
源

一
八
七
六
～
一
九
四
五
』（
草
思
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
前
掲
書
『
親
日
人
名
事
典
』
一
巻
、
四
六
二

～
四
六
四
頁
参
照
。

（
11
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
三
九
年
二
月
二
日
。

（
12
） 
朝
鮮
電
気
事
業
史
編
纂
委
員
会
編
『
朝
鮮
電
気
事
業
史
』（
同
会
、
一
九
八
一
年
）
二
七
七
頁
。

（
13
） 
朝
鮮
殖
産
銀
行
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
殖
産
銀
行
編
『
朝
鮮
殖
産
銀
行
十
年
誌
』（
同
行
、

一
九
二
八
年
）、
本
田
秀
夫
編
『
朝
鮮
殖
産
銀
行
二
十
年
誌
』（
同
行
、
一
九
三
八
年
）
参
照
。

（
14
） 

日
本
高
周
波
鋼
業
編
『
日
本
高
周
波
鋼
業
二
十
年
史
』（
同
社
、
一
九
七
〇
年
）
四
二
～
五
六
頁
。

（
15
） 

前
掲
書
『
有
賀
さ
ん
の
事
蹟
と
思
い
出
』
二
四
八
～
二
四
九
頁
、
前
掲
書
『
日
本
高
周
波
鋼
業

二
十
年
史
』
五
九
～
六
〇
頁
。

（
16
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
三
九
年
七
月
一
六
日
。
漢
江
水
電
系
の
電
力
の
大
半
を
日
本
高
周
波
重
工
業

の
「
仁
川
工
場
に
供
給
す
る
こ
と
」
が
目
的
だ
っ
た
と
す
る
史
料
が
あ
る
が
（
前
掲
書
『
朝
鮮
電
気

事
業
史
』
二
七
六
頁
）、
日
本
高
周
波
重
工
業
は
仁
川
工
場
を
保
持
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
漢
江
水

電
の
電
力
を
使
用
す
る
た
め
、
富
平
に
新
工
場
建
設
を
計
画
し
て
い
た
。（『
毎
日
新
報
』
一
九
四
〇

年
一
月
一
〇
日
）。

（
17
） 

有
賀
豊
光「
産
業
興
発
に
貢
献
せ
る
と
す
る
漢
江
水
力
電
気
」『
朝
鮮
公
論
』三
一
九
号（
一
九
三
九

年
一
〇
月
）
四
六
頁
。

（
18
） 

岸
謙
「
京
仁
地
方
計
画
に
於
け
る
電
力
及
交
通
問
題
」『
朝
鮮
』
一
九
四
一
年
九
月
号
、
一
九
～

二
八
頁
。
京
城
府
の
工
業
化
に
つ
い
て
は
、
前
掲
書
堀
和
生
『
朝
鮮
工
業
化
の
史
的
分
析
』
一
五
四

～
一
九
二
頁
参
照
。

（
19
） 

韓
国
精
神
文
化
研
究
院
編
纂
部
編
『
韓
国
民
族
文
化
大
百
科
事
典
』
二
三
巻
（
同
院
、
一
九
九
一

年
）
八
五
八
～
八
七
三
頁
。
漢
江
に
つ
い
て
は
、
서
울
特
別
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
漢
江
史
』（
同
会
、

一
九
八
五
年
）、
이
형
석
・
김
주
환
『
漢
江
』（
대
원
사
、
一
九
九
〇
年
）
参
照
。

（
20
） 

前
掲
書
『
朝
鮮
電
気
事
業
史
』
二
七
八
頁
。

（
21
） 

金
谷
要
作
「
漢
江
水
電
時
代
の
思
い
出
」、
渡
邊
喜
三
郎
氏
追
想
録
編
集
委
員
会
編
『
追
想
渡
邊

喜
三
郎
』（
同
会
、
一
九
六
六
年
）
三
一
二
～
三
一
六
頁
。

（
22
） 『
毎
日
新
報
』一
九
三
九
年
二
月
二
日
。
方
義
錫
、車
濬
澤
に
つ
い
て
は
、前
掲
書『
親
日
人
名
事
典
』

二
巻
、
一
七
五
～
一
七
六
頁
、
同
三
巻
、
六
六
一
～
六
六
二
頁
参
照
。

（
23
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
四
一
年
四
月
二
九
日
。

（
24
） 

前
掲
書
『
朝
鮮
電
気
事
業
史
』
三
一
八
～
三
四
九
頁
。

（
25
） 

前
掲
書
『
朝
鮮
電
気
事
業
史
』
三
二
二
頁
。

（
26
） 

前
掲
書
『
朝
鮮
電
気
事
業
史
』
二
七
八
頁
。

（
27
） 

前
掲
書
『
鹿
島
建
設
百
三
十
年
史
』
上
巻
（
同
社
、
一
九
七
一
年
）
二
七
六
頁
。

（
28
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
三
九
年
三
月
二
三
日
。

（
29
） 

小
林
八
二
郎
「
在
り
し
日
の
渡
辺
サ
ン
を
想
ふ
」、
前
掲
書
『
追
想
渡
邊
喜
三
郎
』
六
八
頁
。
渡

邊
喜
三
郎
は
そ
の
後
も
鹿
島
組
（
戦
後
は
鹿
島
建
設
と
改
称
）
に
勤
務
し
、
一
九
五
四
年
に
専
務
取

締
役
、
一
九
五
六
年
に
取
締
役
副
社
長
と
な
っ
た
。
渡
邊
喜
三
郎
は
戦
後
、
鹿
島
建
設
か
ら
自
民
党

へ
の
政
治
資
金
拠
出
も
担
当
し
た
。
詳
細
は
、
山
川
と
お
る
『
鹿
島
の
大
番
頭
―
祖
父
喜
三
郎
の
思

い
出
』（
鳥
影
社
、
一
九
六
三
年
）
参
照
。

（
30
） 

小
林
八
二
郎
『
五
十
年
の
歩
み
』（
同
人
、
一
九
七
五
年
）
五
九
頁
。
小
林
は
一
九
五
一
年
に
鹿

島
建
設
の
取
締
役
、
一
九
六
三
年
に
常
務
取
締
役
に
な
る
。

（
31
） 

前
掲
書
小
林
八
二
郎
『
五
十
年
の
歩
み
』
六
〇
～
六
一
頁
。
台
湾
の
日
月
潭
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て

は
、
前
掲
書
『
鹿
島
組
百
三
十
年
史
』
上
巻
、
一
九
五
～
一
九
七
頁
参
照
。
広
島
県
の
打
梨
ダ
ム
建

設
に
つ
い
て
は
、
広
瀬
貞
三
「
太
田
川
水
系
発
電
所
工
事
と
朝
鮮
人
労
働
者
」『
新
潟
国
際
情
報
大

学
情
報
文
化
学
部
紀
要
』
九
号
（
二
〇
〇
六
年
六
月
）
参
照
。

（
32
） 

小
林
八
二
郎
「
在
り
し
日
の
渡
辺
サ
ン
を
想
ふ
」、
前
掲
書
『
追
想
渡
邊
喜
三
郎
』
六
八
～
六
九

頁

（
33
） 

塩
川
済
吉
「
明
断
の
京
春
鉄
道
」、前
掲
書
『
有
賀
さ
ん
の
事
蹟
と
思
い
出
』
一
九
七
～
一
九
九
頁
。

京
春
鉄
道
の
敷
設
過
程
に
つ
い
て
は
、
김
찬
수
「
日
帝
의 

私
設
鉄
道
政
策
과 

京
春
線
」、
조
병
로

他
『
朝
鮮
総
督
府
의 

交
通
政
策
과 

道
路
建
設
』（
国
学
資
料
院
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
34
） 

日
立
製
作
所
臨
時
五
十
周
年
事
業
部
社
史
編
纂
部
『
日
立
製
作
所
史
二
』（
同
社
、
一
九
六
年
）

七
六
頁
。

（
35
） 

前
掲
書
『
朝
鮮
電
気
事
業
史
』
二
七
七
～
二
七
八
頁
、

（
36
） 

前
掲
書
小
林
八
二
郎
『
五
十
年
の
歩
み
』
六
一
頁
。

（
37
） 

前
掲
書
小
林
八
二
郎
『
五
十
年
の
歩
み
』
六
一
頁
。『
毎
日
申
報
』
一
九
三
九
年
三
月
二
三
日
。

（
38
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
三
九
年
五
月
五
日
。
五
月
四
日
に
鹿
島
組
は
地
鎮
祭
を
行
い
、
官
民
数
百
名

が
出
席
し
た
。

（
39
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
四
〇
年
七
月
九
日
。

（
40
） 

前
掲
書
『
鹿
島
建
設
百
三
十
年
史
』
上
巻
、
二
七
八
頁
。

（
41
） 

金
谷
要
作
「
漢
江
水
電
時
代
の
思
い
出
」、
前
掲
書
『
追
想
渡
邊
喜
三
郎
』
三
一
二
～
三
一
六
頁
。

敗
戦
時
の
華
川
ダ
ム
工
事
現
場
の
状
況
は
、
前
掲
書
小
林
八
二
郎
『
五
十
年
の
歩
み
』
六
四
～
六
八

頁
参
照
。

（
42
） 

前
掲
書
『
鹿
島
建
設
百
三
十
年
史
』
上
巻
、
二
七
六
頁
。

（
43
） 

前
掲
書
『
朝
鮮
電
気
事
業
史
』、
二
七
八
頁
。

（
44
） 

前
掲
書
小
林
八
二
郎
『
五
十
年
の
歩
み
』
六
一
頁
。
梶
山
は
戦
後
日
本
に
引
揚
げ
、
鹿
児
島
市

戦
災
復
興
都
市
計
画
に
従
事
し
た
。
岸
本
友
恵
・
木
方
十
根
「
京
城
都
市
計
画
に
お
け
る
梶
山
浅

次
郎
の
業
績
と
鹿
児
島
市
戦
災
復
興
都
市
計
画
」『
日
本
建
築
学
会
九
州
支
部
研
究
報
告
』
四
八
号

（
二
〇
〇
九
年
三
月
）
三
一
七
～
三
二
〇
頁
参
照
。

（
45
） 

前
掲
書
『
鹿
島
建
設
百
三
十
年
史
』
上
巻
、
二
七
六
～
二
七
七
頁
。

（
46
） 

水
豊
ダ
ム
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
広
瀬
貞
三
「
水
豊
発
電
所
建
設
に
よ
る
水
没
地
問
題
―
朝
鮮
側

を
中
心
に
」『
朝
鮮
学
報
』
一
三
九
号
（
一
九
九
一
年
四
月
）、
同
「「
満
州
国
」
に
お
け
る
水
豊
発

電
所
建
設
」『
新
潟
国
際
情
報
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
六
号
（
二
〇
〇
三
年
三
月
）
参
照
。

（
47
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
三
八
年
一
一
月
一
六
日
。



植
民
地
期
朝
鮮
に
お
け
る
漢
江
水
電
の
華
川
・
清
平
ダ
ム
建
設 （
広
瀬
）

一
七
九

（9）

（
48
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
三
八
年
一
一
月
一
七
日
。

（
49
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
三
八
年
一
二
月
一
七
日
。

（
50
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
三
八
年
一
二
月
二
〇
日
。

（
51
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
三
九
年
一
月
一
八
日
。

（
52
） 『
毎
日
申
報
』
一
九
三
一
年
三
月
二
一
日
。
こ
の
時
は
羅
災
民
を
蘭
谷
面
に
送
り
出
し
た
。

（
53
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
三
九
年
二
月
七
日
。

（
54
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
三
九
年
二
月
九
日
。

（
55
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
三
九
年
二
月
二
八
日
。

（
56
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
三
九
年
二
月
一
四
日
。

（
57
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
三
九
年
二
月
二
二
日
。

（
58
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
三
九
年
八
月
二
七
日
。

（
59
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
三
九
年
一
〇
月
六
日
。

（
60
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
四
〇
年
三
月
六
日
。

（
61
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
四
〇
年
九
月
二
二
日
。

（
62
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
四
〇
年
一
〇
月
五
日
。

（
63
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
四
〇
年
九
月
二
七
日
。

（
64
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
四
〇
年
一
二
月
一
三
日
。

（
65
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
四
一
年
二
月
一
日
。

（
66
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
四
一
年
一
〇
月
三
〇
日
。

（
67
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
三
九
年
三
月
五
日
。

（
68
） 

朝
鮮
内
に
お
け
る
土
建
労
働
者
の
官
斡
旋
（
道
外
斡
旋
）
に
つ
い
て
は
、
広
瀬
貞
三
「「
官
斡
旋
」

と
土
建
労
働
者
―
「
道
外
斡
旋
」
を
中
心
に
」『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
二
九
号
（
一
九
九
一
年

一
二
月
）、
同｢

植
民
地
期
朝
鮮
に
お
け
る
官
斡
旋
土
建
労
働
者
―
道
外
斡
旋
を
中
心
に｣

『
朝
鮮
学

報
』
一
五
五
号
（
一
九
九
五
年
四
月
）
参
照
。

（
69
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
三
九
年
六
月
二
四
日
。

（
70
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
三
九
年
八
月
七
日
。

（
71
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
四
一
年
四
月
九
日
。

（
72
） 

前
掲
論
広
瀬
貞
三｢

植
民
地
期
朝
鮮
に
お
け
る
官
斡
旋
土
建
労
働
者
－
道
外
斡
旋
を
中
心
に｣

『
朝

鮮
学
報
』
一
五
五
号
（
一
九
九
五
年
四
月
）
一
六
頁
。

（
73
） 

前
掲
論
文
広
瀬
貞
三
「「
官
斡
旋
」
と
土
建
労
働
者
―
「
道
外
斡
旋
」
を
中
心
に
」『
朝
鮮
史
研

究
会
論
文
集
』
二
九
号
、
一
二
二
頁
。
勤
労
報
国
隊
に
つ
い
て
は
、
金
潤
美
「
総
動
員
体
制
와 

勤

労
報
国
隊
를 

통
한 

‘
国
民
皆
労
’
―
朝
鮮
에
서 

施
行
된 

勤
労
報
国
隊
의 

初
期
運
動
을 

中
心
으

로
（
一
九
三
八
～
一
九
四
一
）」『
韓
日
民
族
問
題
研
究
』
一
四
号
（
二
〇
〇
八
年
六
月
）
一
二
一
～

一
六
二
頁
参
照
。

（
74
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
四
〇
年
四
月
一
五
日
。

（
75
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
四
〇
年
一
一
月
二
一
日
。

（
76
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
四
一
年
四
月
二
七
日
。

（
77
） 

京
畿
道
警
察
部
長
発
、
警
務
局
長
他
宛
。「
食
糧
配
給
ニ
対
ス
ル
証
明
書
制
度
実
施
ノ
件
」（
京
経

情
秘
第
三
四
六
二
号
、
一
九
四
〇
年
四
月
一
〇
日
）。
韓
国
・
国
史
編
纂
委
員
会
所
蔵
。

（
78
） 

京
畿
道
警
察
部
長
発
、
警
務
局
長
他
宛
。「
北
漢
江
水
電
工
事
場
ニ
於
ケ
ル
食
料
配
給
状
況
其
他

ニ
関
ス
ル
件
」（
京
経
情
秘
第
四
三
三
七
号
、
一
九
四
〇
年
五
月
八
日
）。
韓
国
・
国
史
編
纂
委
員
会

所
蔵
。

（
79
） 『
毎
日
新
報
』
一
九
四
〇
年
七
月
二
七
日
。

（
80
） 「
李
龍
教
翁
의 

証
言
整
理
（
要
約
）」、
前
掲
書
『
Ｄ
Ｍ
Ｚ
平
和
紀
行
』
二
～
三
頁
。

（
81
） 

吉
田
猶
蔵「
殉
職
者
慰
霊
祭
に
参
列
」『
朝
鮮
土
木
建
設
業
協
会
報
』九
巻
六
号（
一
九
四
四
年
六
月
）

三
～
六
頁
。『
毎
日
新
報
』
一
九
四
四
年
六
月
四
日
。


